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資料３ 



１．大崎市の概要 
大崎市は，平成 18年 3月 31日，古川市・松山町・三本木町・鹿島台町・岩出山町・鳴子町・田尻町の 1

市 6町が合併して誕生しました。 

大崎市は宮城県の北西部に位置し，江合川と鳴瀬川が育んだ広大で肥沃な大崎耕土が広がり，「ササニシ

キ」や「ひとめぼれ」に代表される良質米の一大穀倉地帯を形成しています。また，市の北西部には栗駒国

定公園として指定されている山岳地帯があります。 

大崎市の豊かな自然は，ラムサール条約登録湿地の蕪栗沼・周辺水田や化女沼，希少種の魚「シナイモツ

ゴ」，鳴子温泉郷などの温泉，鳴子峡やひまわりの丘等の景勝地，鳴子こけしや竹細工等の伝統工芸品など

を育んでいます。 

また，東北新幹線，東北自動車道，東北本線，陸羽東線，国道 4号などの交通基盤を備えた宮城県北部の

交通の要衝であるとともに，農業・畜産試験場等の高次研究機関，中核医療施設，短大や高等学校，工場，

商業施設が多く立地する商業・医療・教育・行政・都市サービスの拠点としての役割を担っています。 

自然や産業，歴史・文化，人，物などの全国に誇れる豊富な資源・財産を活用し，「宝の都（くに）・大崎」

を目指したまちづくりを展開しています。 

 

 



 
 人口 
  男  ６６，４１８人 
  女  ７０，３７９人 
  計 １３６，７９７人 
世帯数 ４７，１４０世帯 

平成２２年１月１日現在） 

面積 ７９６．７６k ㎡ 

 
 
 
 
 
 
 
 

鳴子温泉郷 

（温泉番付東の横綱） 

大崎耕土 

バイオマスタウン構想 

ササニシキ・ひとめぼれ 

誕生の地 

 
フランク永井展示室 

紅葉の名所 鳴子峡 

環境保全米 

ふゆみずたんぼ米 

シナイモツゴ郷の米 

鳴子の米プロジェクトゆきむすび 

ラムサール条約登録湿地 

   蕪栗沼・周辺水田（マガン） 

   化女沼（ヒシクイ） 

鳴子の水 

（日本一おいしい水道水） 

旧有備館及び庭園 

ひまわりの丘 

鹿島台互市 

鳴子こけし 



２．大崎圏域の課題 
少子高齢化，人口減少，産業のグローバル化など大きな転換期にある中，

中央から地方へ，官から民へと構造改革が急速に展開されており，どうすれ

ば豊かな地域になれるか，どのように地域の自治能力を高めるかという課題

に高い意識改革をもって進まなければなりません。 

大崎市は，このような課題に対応するため，市町村合併を経て子どもたち

に引き継いでいくまちづくりを目指しておりますが，今後は更に，近隣自治

体と連携協力し，住民が安心して暮らせる生活基盤を確保し，魅力ある地域

づくりを進め，圏域の定住人口の減少を食い止めなければなりません。 

 大崎圏域は，大崎市・色麻町・加美町・涌谷町・美里町の１市４町で構成

されており，圏域の総面積は 2,523.95㎡と広大で，県土の 20.9％を占め，人口は，218,298人(平成１７年

度国勢調査)で県全体の 9.25％を占めています。 

大崎圏域は，一部事務組合を設置し，消防，救急，ごみ処理等の事務を共同で処理するなど連携と協力に

より広域行政を実施してきたほか，地方拠点都市整備事業など，広域的な視点からのまちづくりを進めてき

た経緯があります。また，通勤，通学，買い物，通院など住民の生活に密着したいろいろな面での結びつき

がきわめて強い地域です。 



大崎圏域の主な課題として以下のものがあげられます。 

（１）医療 

  自治体病院は，救急医療などの不採算部門を抱えながら地域医療を支えており，経営状態は非常に厳し

い状況にあります。また，平成１６年度に制度化された医師臨床研修制度の開始や地域性などによって生

じたとされる医師不足が大きな課題となっています。 

（２）公共交通 

  路線バスの廃止や規模縮小などに伴い，通学者，通院者の足の確保がますます困難となっています。 

  学区の再編などもあり，通学者の足の確保は重要な課題であり，通学時間に合わせたダイヤ再編などが

求められています。 

（３）産業振興 

  圏域の各市町ではブランド力のある農産物が生み出されています。今後，地域ブランドの確立，販路の

拡大などが課題となっています。 

（４）観光 

  圏域では多くの観光資源を有していますが，それぞれの観光資源の知名度を生かし，大崎圏域としての

ＰＲ，幅広い観光戦略が求められています。 

 



（５）教育 

住民の生涯学習ニーズは多様化しており，自分の住む地域以外の図書館を利用したいと思っても，住民

でないと貸し出しをしてもらえないという声も多く聞かれます。また，自分の住む地域以外の講座・教室

に参加したいという声もあり，学習機会の拡大やより一層の内容の充実が求められています。 

（６）ＩＣＴ 

  圏域の各市町では電子自治体の取り組みが進められていますが，システム構築や運用にかかるコストや

手間が大きなネックとなっています。 

（７）人事 

  行財政改革により，どこの自治体でも，職員の削減が進んでいます。その中で，職員のレベルアップが

課題となっています。 

（８）子育て支援 

  ライフスタイルの変化などにより，保育所等への入所希望者が増加しており，多くの待機児童を抱えて

います。また，自宅よりも職場の近くの施設に入所を希望するなど，ニーズも多様化しています。 

（９）青年交流 

  農村では，後継者不足の問題が深刻です。なかなかか結婚相手が見付からないという問題があり，晩婚

化も進んでいることなどから，後継者不足に拍車をかけています。 



３．定住自立圏への取り組み 
（１）これまでの取り組み 

庁内に職員による研究会を設置し，圏域で取り組むべき事項についての検討を進めております。更に，

大崎圏域の１市４町と大崎地域広域行政事務組合の企画担当課長による「大崎定住自立圏構想研究会」を

これまで６回開催し，圏域の現状と課題の検証を行い，大崎定住自立圏の方向性を報告書としてとりまと

めました。 

 

（２）今後の取り組み 
  大崎市は，中心市宣言を行い， 

大崎定住自立圏の形成に向けて取り 

組んでいきたいと考えています。 

   
 
 

中 心 市 宣 言 

定住自立圏形成協定 

定住自立圏共生ビジョン作成 

推進会議，ワーキン

ググループ 

懇談会（市民，民間） 


